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平成 21 年 11 月 24 日
益　尾　和　彦 「脱塩化ビニルと LCAを重視した電線・ケーブルの環境配
慮設計に関する研究」
平成 22 年 3 月 23 日
大　島　孝　仁 「酸化ガリウム系半導体の機能とデバイス応用に関する研究」 平成 22 年 3 月 23 日
山　口　　　真 「半導体量子ドット・微小共振器結合系における共振器量
子電磁力学の理論」
平成 22 年 3 月 23 日
石　﨑　賢　司 「3次元フォトニック結晶の表面における光制御に関する研究」 平成 22 年 3 月 23 日
伊　藤　陽　介 「Studies on Microplasmas in Coaxial Dielectric Barrier 




平成 22 年 3 月 23 日
松　山　顕　之 「Study on Monte-Carlo Calculation of Neoclassical Transport 
Matrix in Nonaxisymmetric Toroidal Plasmas」
（非軸対称トロイダルプラズマにおける新古典輸送行列の
モンテカルロ計算に関する研究）
平成 22 年 3 月 23 日




平成 22 年 3 月 23 日
中　澤　敏　明 「Fully Syntactic Example-based Machine Translation」
（構造的言語処理に基づく用例ベース機械翻訳）
平成 22 年 3 月 23 日
菅　野　裕　揮 「マルチコアプロセッサを用いた実時間物体認識システム
に関する研究」
平成 22 年 3 月 23 日
2011.3
35
徐　　　　　亮 「Studies of Adaptive Radio Resource Management in 
Wireless Networks」
（無線ネットワークにおける適応無線資源管理の研究）
平成 22 年 3 月 23 日
吉　岡　裕　典 「Fundamental Study on Si Nanowires for Advanced 
MOSFETs and Light-Emitting Devices」
（先端MOSFETおよび発光デバイスを目指した
Si ナノワイヤの基礎研究）
平成 22 年 7 月 23 日
Nathabhat 
Phankong
「Characterization of SiC Power Transistors for Power 
Conversion Circuits Based on C-V Measurement」
（SiC パワートランジスタの C-V 測定に基づく電力変換回
路のための特性評価）
平成 22 年 9 月 24 日
改　正　清　広 「プリンタブルエレクトロニクスに向けた走査プローブ顕
微鏡応用ナノスケール液滴作製技術に関する研究」
平成 22 年 9 月 24 日
Mohammad Lutfur 
Rahman
「Hybrid Offshore-wind and Tidal Turbine generation 
system（HOTT）」
（洋上風力・潮力ハイブリッド発電システム）
平成 22 年 9 月 24 日
工　藤　理　一 「Efficient Spatial Resource Management for Broadband 
MIMO Systems」
（広帯域MIMOシステムにおける空間リソース制御法の研究）




平成 22 年 1 月 25 日
小　司　禎　教 「Accurate Estimation of Precipitable Water Vapor Using 
Ground-Based GPS Observation Network and its Data 








「LSI Design Methodology for Real-Time Computer Vision on Embedded Systems」
（組込みシステムにおける実時間画像認識のための LSI 設計手法）

























































出削減量は、1990 年における日本の CO2 総排出量の 0.75% に相当することを明らかにした。また、発
電端から需要家受電端までの送配電損失が 7% 程度であるのに対して、需要家受電端以降の構内低圧
























ョットキー型のβ -Ga2O3 光検出素子を作製し，図 1に示すように室内照明下での炎検知を実演した．
一方，単純な構造のショットキー接触の逆方向電流電圧特性と容量電圧特性より，β-Ga2O3 の絶縁破壊
電界が，2.2 MV/cmより大きく，既存パワーデバイス材料である SiC や GaNの 3.0 MV/cmに勝ると
も劣らないことを明らかにした．この高耐圧機能により，β-Ga2O3 ベースの高耐圧ショットキーダイオ
ード，高耐圧HEMTなどが期待できる．そこで，特にパワーHEMTなどのヘテロ接合応用を想定し
た場合に必要となるβ -Al2xGa2-2xO3 混晶薄膜作製に取り組んだ． そして，Al 組成 0.39 までステップフ
ロー成長を，図 2に示すように組成 0.61 までコヒーレント成長させることに成功した．以上より，比較
的高Al 組成まで良好な界面を維持できることが明らかとなり，ヘテロデバイスへの土台が整った．
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図 2．(a) 3 次元結晶表面に形成したナノ共振器の模式図
と，(b) ナノ共振器への光蓄積実験の結果．





「Studies on Microplasmas in Coaxial Dielectric Barrier Discharges and Their 
Application to Thin Film Deposition at Atmospheric Pressure」
（同軸型誘電体バリア放電を用いたマイクロプラズマとその大気圧薄膜堆積への応用に関する研究）
















3． 上記のプラズマジェットを用いて，SiO2 および ZnOを対象として基板上に 1次元状に高速成膜を行
った．種々の成膜システム構造を検討し，基板上でプラズマジェットと原料ガスを交差させる構造







































プラズマアレイ (c) プラズマジェット .










「Study on Monte-Carlo Calculation of Neoclassical Transport Matrix in 
Nonaxisymmetric Toroidal Plasmas」
（非軸対称トロイダルプラズマにおける新古典輸送行列のモンテカルロ計算に関する研究）























































































































































「Building Natural Language Processing Applications Using Descriptive Models」
（記述的モデルを利用した自然言語処理アプリケーション構築）




















達成することができた。図 1に長さ 9 文字の漢字複合
語の最尤分割例を示す。各行には与えられた漢字複合
語、分割パターン（Pは接頭辞あるいは漢字複合語に前

























「Fully Syntactic Example-based Machine Translation」
（構造的言語処理に基づく用例ベース機械翻訳）
































































これらの処理を Cell/B.E. と GPU 向けに並列実装することで，メモリアクセス手段がDMA転送の
みの Cell/B.E. ではメモリアクセスのランダム性のために並列性を高めることが困難な追跡処理を，
GPU実装ではキャッシュを用いることで高速化できた．一方，GPU は DMA 転送命令を持たないため，
物体検出処理時のラスタスキャンによるメモリアクセスの際に，キャッシュミスによる性能の低下が避











「Studies of Adaptive Radio Resource Management in Wireless Networks」
（無線ネットワークにおける適応無線資源管理の研究）






































「Fundamental Study on Si Nanowires for Advanced MOSFETs and Light-Emitting 
Devices」
（先端MOSFET および発光デバイスを目指したSi ナノワイヤの基礎研究）













ズで幅 7 nm・高さ 2 nmの横長楕円形状の超微細NWの作製に成功した（図 1）。












た。約 2 nm 以下のNWでは、バルクの吸収係数より 1
桁以上大きくなり、発光効率の増加が期待できる。










「Characterization of SiC Power Transistors for Power Conversion Circuits Based on 
C-V Measurement」
（SiC パワートランジスタのC-V 測定に基づく電力変換回路のための特性評価）














さらに，Si および SiC パワーMOSFETに関して，それらの広範囲の動作条件におけるデバイス特
性を予測するため，端子間キャパシタンスに基づくデバイスの物理モデルを検討した．パワーデバイス
の端子間キャパシタンスの電圧依存性から，C-V 特性に基づく I-V 特性をモデル化すると同時に，モデ
ルパラメータを抽出し，パワーMOSFETのスイッチング特性を端子間容量に基づいて考察した． SiC 
MOSFET は Si MOSFET に比べこれらの端子間容量が小さく高速なオン，オフ動作を実現できること
を確認した．また，縦型および横型 SiC JFET のスイッチング特性を，端子間キャパシタンスのゲート
およびドレイン電圧依存性，静的 I-V 特性の測定に基づき検討し，これらのモデルも構築した．
最後に， SiC パワーMOSFETを用いた高周波共振型スイッチングコンバータ回路を製作し，その素


























のイオン液体を用いた。その結果、パルス持続時間数秒の 10 V 程度の直流電圧パルスを用いることに
よりゼプトリットルオーダーの液滴の堆積に成功した。さらに、これらの液滴をアレイ状に堆積するこ
とにより薄膜の作製が可能であることを示した。次に本技術を電子デバイス作製へ応用するため、一般
的な有機溶媒（グリセリン）を用い機能性物質の堆積を行った例を図 2に示す。溶液は 6.2×10-6 pL-1 の










「Hybrid Offshore-wind and Tidal Turbine generation system（HOTT）
（洋上風力・潮力ハイブリッド発電システム）」







































「Efficient Spatial Resource Management for Broadband MIMO Systems」
（広帯域MIMOシステムにおける空間リソース制御法の研究）
平成 22年 9月 24 日授与
















3． 更なるシステムスループットの改善のため、複数のアクセスポイントが協調する Cooperative 
MIMOチャネルに注目し、集中制御シナリオと分散制御シナリオにおいて、それぞれゼロフォーシ
ングにより指向性制御を行う空間リソース制御方法を提案した。計算機シミュレーションと実伝搬
環境で測定したチャネルからゼロフォーシング送信の適用領域とその効果を明らかにした。
4． MIMO技術の光通信への応用を示した。長距離伝送用の受信構成におけるオーバラップ周波数領域
等化を用いた波長分散補償と時間領域等化の組み合わせと、受信側のADCのクロックレートを低
減する等化方法を提案し、伝送実験により効果を示した。
図 1．検討したチャネル構成
